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Full-Stokes 偏光イメージング[1]やビームステ

アリング[2]などでの要素素子として、偏光回折

格子[3]が利用されている。偏光回折格子は異方

性媒体の周期的な配向分布によって形成され、異

方性の大きさ Δn と異方性媒体層の厚さ d の積、

すなわちリタデーション Δnd が半波長のときに

100%の回折効率を達成する。しかしながら、偏

光回折格子に斜め入射すると、光波に影響する実

効的な異方性の大きさが空間的に分布するよう

になり、光波の行程長も dより長くなる。よって、

偏光回折格子の回折効率や回折光の偏光状態は

入射角依存性を有する。私たちは以前に、Fig. 1

の xz 平面を入射面とした斜め入射において、二

軸異方性高分子液晶を用いた偏光回折格子の入

射角依存性の測定結果や二軸異方性の影響が光

学的厚さに依存することなどを報告した[4]。一

方で、Fig. 2の破線、一点鎖線で示すように、現

有の二軸異方性高分子液晶を用いた偏光回折格

子では、波長に対して光学的に薄い Raman-Nath

領域においても、一軸異方性材料を用いた場合に

対して顕著な差異が出ることはなかった。そこで、

本研究では、偏光回折格子の回折特性において、

入射角依存性をさらに低減可能な二軸異方性形

状の理論的調査を行った。 

理論計算には時間領域有限差分(FDTD)法を用

いた。また、二軸異方性を定量化するため、一般

的に利用されている Nz係数(= (nz – nx) / ( ny – nx))

を用いることとした。ただし、nx、ny、nzは異方

性媒体の主屈折率である。平均屈折率 nave. [= (nx + 

ny + nz) / 3 = 1.685]、垂直入射時の複屈折率 Δn [= 

ny – nx = 0.2]と Nz係数を用いることにより、一意 

 
Fig. 1. Beam incident condition on an OCPG. Two patterns 
can be assumed, one on the yz plane and the other on the xz 
plane. 

 

Fig. 2. FDTD-calculated incident angle dependences of the 
diffraction efficiency and the polarization ellipticity of 
+1st-order light diffracted by the polarization gratings with 
a grating period of 8.5 μm at 532 nm-wavelength 
right-handed circularly polarized light incidence (θyz = 0). 
The red lines show the results obtained by optimizing the 
biaxial anisotropic shape. 
 

に主屈折率の組み合わせを決定できる。主屈折率

を与えて FDTD 計算によって入射角依存性を計

算し、低減に適した組み合わせを調査した。 

以上の手法により求めた主屈折率の組み合わ

せを用いて、格子周期 8.5 μmの偏光回折格子に

波長 532 nmの右円偏光を入射した際の計算結果

を Fig. 2の赤線で示す。ただし、Δnd = λ/2で、λ

は波長である。回折効率、偏光楕円率のどちらの

入射角依存性においても、先に得られていた結果

と比較して大幅に低減されることが確認できる。 
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